
2 1特集 徳島大学の教育の新展開

わ
が
国
は
、
少
子
高
齢
化
、
情
報
化
、

産
業
構
造
の
変
化
、
地
域
間
格
差
、
グ

ロ
ー
バ
ル
化
等
に
直
面
し
、
こ
の
よ
う

な
予
測
困
難
な
未
来
を
切
り
開
い
て

い
く
に
は
、
問
題
発
見
・
解
決
力
、
生

涯
学
修
力
、
主
体
的
思
考
力
を
持
っ
た

人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

近
年
の
大
学
教
育
は
「
教
員
が
何
を
教

え
た
い
か
」
か
ら
「
学
生
が
何
を
身
に

つ
け
た
か
」（
学
修
成
果
基
盤
型
教
育
）
に

総
合
科
学
部
は
平
成
28
年
度
の
改

組
に
と
も
な
い
、
文
理
融
合
型
か
ら
人

文
社
会
科
学
中
心
の
学
部
へ
と
変
わ

り
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
３
学
科
体

制
か
ら
社
会
総
合
科
学
科
１
学
科
と

な
り
、
国
際
教
養
コ
ー
ス
、
心
身
健
康

コ
ー
ス
、
公
共
政
策
コ
ー
ス
、
地
域
創

生
コ
ー
ス
の
４
つ
の
コ
ー
ス
に
再
編

さ
れ
ま
し
た
。
入
学
者
は
最
初
の
１
年

間
で
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
の
授
業
を
受

講
し
な
が
ら
、
２
年
生
か
ら
ど
の
コ
ー

ス
に
進
む
か
を
考
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

今
日
の
社
会
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

少
子
高
齢
化
な
ど
加
速
的
に
変
化
し

て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
は
複
雑

に
か
ら
み
あ
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で

は
総
合
的
な
視
点
か
ら
全
体
を
俯
瞰

し
、
問
題
解
決
に
対
応
で
き
る
実
践
力

を
持
っ
た
人
材
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
し
て
い
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
背
景
に
し
た
本
学

に
お
け
る
教
育
の
質
保
証
の
概
要
を

紹
介
し
ま
す
。

教
育
方
針
の
明
確
化
と
教
育
課
程
の

体
系
化
・
可
視
化

本
学
で
は
全
学
・
各
学
部
・
学
科
別

に
学
位
授
与
の
方
針
（
D
P
：
デ
ィ
プ
ロ
ー

マ
・
ポ
リ
シ
ー
）、
教
育
課
程
編
成
・
実

施
の
方
針
（
C
P
：
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
ポ

リ
シ
ー
）、
入
学
者
受
入
の
方
針
（
A
P
：

ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ポ
リ
シ
ー
）
を
定
め
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
D
P
の
各
項
目
を

実
現
す
る
科
目
を
示
し
た
「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
」
を
策
定
し
、

D
P
に
基
づ
い
た
学
修
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
科
目
の
順
序
や
関
係
を

図
示
し
た
「
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
マ
ッ
プ
」

と
、
分
野
・
レ
ベ
ル
・
実
施
形
式
（
講
義
・

演
習
・
実
習
等
）
を
示
す
番
号
を
科
目
に

す
。
総
合
科
学
部
の
新
し
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
は
、
こ
う
し
た
時
代
の
要
請
に

応
え
る
た
め
、
学
術
的
能
力
（
専
門
的

知
識
や
ス
キ
ル
）
と
実
践
的
能
力
（
社
会

人
基
礎
力
）
を
二
本
の
柱
と
す
る
π
（
パ

イ
）
字
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
し
た
。
な
か
で
も
、
社
会
と

の
連
携
に
よ
る
実
践
教
育
・
実
践
学
習

に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

１
年
次
の
前
期
に
は
、
入
学
者
全
員

が
「
総
合
科
学
入
門
講
座
」
を
受
講

し
、
本
学
部
の
理
念
や
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
こ
れ
と
並
行

し
て
、
課
題
図
書
を
読
ん
で
「
読
書
レ

ポ
ー
ト
」
を
執
筆
し
、
教
員
が
添
削
指

導
す
る
こ
と
で
、
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
レ

ポ
ー
ト
の
書
き
方
を
学
び
ま
す
。
後
期

に
は
「
課
題
発
見
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
と
い

う
授
業
を
15
名
定
員
で
12
ク
ラ
ス
開

講
し
、
グ
ル
ー
プ
で
さ
ま
ざ
ま
な
主
体

的
学
習
を
展
開
し
な
が
ら
、
社
会
の
課

題
に
取
り
組
む
の
に
必
要
な
基
本
ス

キ
ル
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
お
こ
な
い

ま
す
。

２
年
次
に
な
る
と
、
前
期
「
総
合
科

学
実
践
講
義
」
と
後
期
「
総
合
科
学
実

践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
は
今
回
の
改
組
の
中
核

と
も
い
え
る
授
業
科
目
で
す
。
前
者
は

「
グ
ロ
ー
バ
ル
文
化
論
」、「
心
身
健
康

論
」、「
日
本
社
会
経
済
論
」、「
メ
デ
ィ

付
与
し
た
「
ナ
ン
バ
リ
ン
グ
」
を
導
入

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
シ
ラ
バ
ス
（
授

業
概
要
）
作
成
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
っ

て
、
到
達
目
標
、
授
業
形
態
、
学
修
内

容
、
成
績
評
価
方
法
・
基
準
の
シ
ラ
バ

ス
へ
の
明
記
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。
一

方
、
科
目
の
精
選
と
学
修
時
間
の
確
保

を
目
的
と
し
て
C
A
P
制
（
履
修
科
目

登
録
の
単
位
数
の
上
限
設
定
）
も
導
入
し

ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、
学
生
と
教
員
が

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る
科
目
の
位

置
づ
け
を
理
解
す
る
こ
と
に
寄
与
し
、

教
育
効
果
の
向
上
に
繋
が
る
と
と
も

に
、
そ
の
改
善
の
基
盤
と
な
る
も
の
で

す
。

教
育
方
法
の
改
善

（
ア
ク
テ
ィ
ブ・ラ
ー
ニ
ン
グ
の
導
入
）

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
は
、

課
題
演
習
、
質
疑
応
答
、
振
り
返
り
、

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
よ

り
、
学
生
自
ら
が
考
え
抜
く
こ
と
を
教

員
が
促
し
、
学
生
の
能
動
的
学
習
を
促

進
さ
せ
る
双
方
向
の
学
修
で
す
。
本
学

ア
ア
ー
ト
論
」、「
地
域
創
生
論
」「
多

文
化
共
生
論
」
の
６
科
目
か
ら
２
科
目

以
上
履
修
し
、
後
者
は
そ
れ
に
関
連
す

る
科
目
１
つ
を
選
択
し
ま
す
。
そ
こ
で

は
学
内
外
の
団
体
や
自
治
体
と
連
携

し
、
現
場
で
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な

ど
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
講
義
で
学
ん

だ
基
礎
知
識
を
課
題
解
決
に
ど
う
結

び
つ
け
る
か
を
体
験
的
に
学
ん
で
も

ら
い
ま
す
。
こ
れ
と
は
別
に
、
海
外
で

の
語
学
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
フ
ィ
ー

ル
ド
ス
タ
デ
ィ
、
長
期
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
も
選
択
可
能
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル

人
材
の
育
成
に
も
万
全
の
体
制
で
臨

ん
で
い
ま
す
。

　

大
学
医
学
部
医
学
科
で
は
、ア
ク

テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
で
特
色
の
あ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
提

供
し
て
お
り
ま
す
。ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
と
し
て
は
、3
年
生
の
医
学
研

究
実
習
、4
年
生
の
P
B
L
チ
ュ
ー
ト

リ
ア
ル
、6
年
生
の
学
外
臨
床
実
習

で
は「
鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
」（
S
I
H 

： Strike w
hile the Iron is H

ot

）
の
精
神

に
則
り
、「
S
I
H
道
場

－

ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
入
門

－

」
を
初
年
次

に
導
入
し
、
学
年
進
行
に
伴
い
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
す
べ
て
の
学

年
に
浸
透
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

成
績
の
可
視
化
と

そ
の
評
価
方
法
の
改
善

本
学
で
は
国
際
的
な
成
績
評
価

指
標
で
あ
る
標
準
G
P
A 

（G
rade 

Point Average

）
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

G
P
A
は
各
科
目
の
成
績
を
基
に
90

点
以
上
4
、
80
点
以
上
90
点
未
満
3
、

70
点
以
上
80
点
未
満
2
、
60
点
以
上
70

点
未
満
１
、
60
点
未
満
0
の
ポ
イ
ン
ト

（
G
P
）
と
し
て
、「（
科
目
の
単
位
数
×

G
P
）
の
総
和
÷
履
修
登
録
し
た
単
位

数
の
合
計
」
で
算
出
さ
れ
ま
す
。
学
生

の
成
績
表
に
は
G
P
A
と
と
も
に
成

績
分
布
グ
ラ
フ
と
そ
の
中
で
の
自
分

の
成
績
を
明
示
し
、
成
績
（
学
修
成
果
）

の
可
視
化
を
は
か
っ
て
い
ま
す
。
ま

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。3
年
生
の
医
学

研
究
実
習
で
は
、よ
り
良
い
臨
床
医

に
と
っ
て
不
可
欠
な
リ
サ
ー
チ
・
マ
イ

ン
ド
の
涵
養
を
目
指
し
て
、ほ
ぼ
1

年
の
間
、午
後
の
時
間
帯
を
あ
て
て
い

ま
す
。学
生
自
身
が
研
究
課
題
を
指

導
教
員
と
と
も
に
考
え
、実
験
や
調

査
を
行
い
デ
ー
タ
分
析
し
、文
献
検
索

に
よ
っ
て
参
考
文
献
を
集
め
考
察
す

る
と
い
う
研
究
の
一
連
の
流
れ
を
経
験

し
て
も
ら
い
ま
す
。結
果
を
出
す
こ

と
が
目
的
で
は
な
く
、考
え
方
を
学

修
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
お
り

ま
す
。研
究
倫
理
に
つ
い
て
も
指
導
し

て
お
り
ま
す
。文
献
検
索
で
英
語
論

文
を
読
み
こ
な
す
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
一
翼
を
担
う

こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。4
年
生
の

P
B
L
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
は
、臨
床
推

論
を
少
人
数
グ
ル
ー
プ
学
修
で
身
に

つ
け
て
も
ら
い
ま
す
が
、講
義
と
の
バ

ラ
ン
ス
が
難
し
く
、や
め
て
し
ま
っ
た

医
学
科
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。そ

の
よ
う
な
状
況
で
も
、本
学
で
は
学

生
、教
員
と
も
に
満
足
度
の
高
い
実

習
を
行
え
て
い
る
こ
と
は
、十
数
年

か
け
て
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
チ
ュ
ー

タ
ー
お
よ
び
学
生
の
情
報
交
換
、意

思
の
疎
通
が
は
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。6

年
生
の
臨
床
実
習
で
は
、5
年
生
か

ら
6
年
生
の
1
年
間
か
け
て
、学
内

の
各
診
療
科
を
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
し
た

た
、「
履
修
登
録
し
た
受
講
者
の
G
P

の
総
和
÷
履
修
登
録
し
た
受
講
者
の

合
計
」
は
そ
の
科
目
の
成
績
判
定
の

難
易
度
を
表
す
指
標
と
し
て
G
P
C

（G
rade Point Class Average

）
と
よ
ば
れ
、

そ
れ
を
分
析
す
る
こ
と
で
科
目
間
の

成
績
評
価
の
不
公
平
を
是
正
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
評
価
と

そ
の
継
続
的
改
良

こ
の
よ
う
に
本
学
で
は
教
育
の
質

保
証
の
実
現
に
向
け
体
制
を
整
え
て

き
ま
し
た
。
今
後
は
こ
の
体
制
を
活
か

し
て
、
学
部
・
学
科
自
ら
が
教
育
プ

ロ
セ
ス
と
学
修
成
果
に
関
す
る
根
拠

デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
評
価
を
行
い
、
そ
の
継
続
的
改
良

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
し

て
こ
の
教
育
改
革
に
は
ス
テ
ー
ク
ホ

ル
ダ
ー
で
あ
る
学
生
の
意
見
を
積
極

的
に
と
り
い
れ
、
そ
の
参
画
を
促
す
こ

と
が
今
後
ま
す
ま
す
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

「T
he best w

ay to predict the 

future is to invent it

.
（
未
来
を
予
測

す
る
最
善
の
方
法
は
、
自
ら
そ
れ
を
創
り
出

す
こ
と
で
あ
る
）」

ア
ラ
ン
・
カ
ー
テ
ィ
ス
・
ケ
イ

（
1
9
4
0
年
～
、
米
国
の
計
算
機
科
学
者
・

教
育
者
）

後
、各
分
野
の
関
係
先
に
2
週
間
か

ら
1
ヶ
月
派
遣
し
ま
す
が
、日
本
全

国
に
派
遣
先
が
あ
り
、学
生
か
ら
も

派
遣
先
の
指
導
医
か
ら
も
高
い
評
価

を
受
け
て
お
り
ま
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
と
し
て
は
、専
門
教
育
科
目
と
し

て
医
学
英
語
が
あ
り
、課
外
活
動
と

し
て
、English

+
と
U
S
M
L
E
勉

強
会
が
あ
り
、い
ず
れ
も
医
学
教
育

支
援
セ
ン
タ
ー
が
サ
ポ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。医
学
英
語
で
は
、学
生
同
士
で

患
者
役
と
医
師
役
を
交
代
し
て
行
う

医
療
面
接
の
英
語
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
以

前
は
、ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
教
員
が
指
導
し
、

現
在
は
、海
外
で
の
診
療
経
験
の
あ
る

教
員
や
U
S
M
L
E
を
合
格
し
た
教

員
が
指
導
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
を

基
本
と
し
て
U
S
M
L
E
合
格
を
目

指
す
学
生
に
は
U
S
M
L
E
勉
強
会

を
用
意
し
て
お
り
ま
す
。本
年
度
は
、

既
に
3
名
の
学
生
がS

te
p

1
に
合

格
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
、English 

com
m
unication

を
希
望
す
る
学
生

に
は
、ラ
ン
チ
タ
イ
ム
や
夕
方
に
学
生
、

留
学
生
、教
員
が
集
ま
っ
て
交
流
す
る

E
nglish

+
を
開
催
し
、実
地
学
修
す

る
機
会
を
設
け
て
お
り
ま
す
。ラ
ン
チ

タ
イ
ム
は
、本
年
度
前
期
に
は
既
に
延

べ
3
7
3
名
が
参
加
し
、活
発
に
活
動

し
て
お
り
ま
す
。医
学
部
の
教
務
委

員
会
で
は
、こ
れ
ら
の
メ
ニ
ュ
ー
を
ベ
ー

ス
と
し
て
、さ
ら
に
特
色
の
あ
る
教
育

を
提
供
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

医
学
部

総
合
科
学
部

医
学
部
教
務
委
員
長 

西
村 

明
儒 

（
に
し
む
ら 

あ
き
よ
し
）

総
合
科
学
部
教
務
委
員
長 

豊
田 

哲
也 

（
と
よ
だ 

て
つ
や
）

副
理
事（
教
育
支
援
担
当
） 

赤
池 

雅
史 

（
あ
か
い
け 

ま
さ
し
）

特
色
あ
る
教
育・新
し
い
取
組

徳
島
大
学
に
お
け
る
教
育
の
質
保
証
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歯
学
部
で
は
図
に
示
し
ま
す
よ
う

に
、
1 

年
次
は
教
養
教
育
を
学
び
、

2 

年
次
よ
り
専
門
科
目
が
開
始
さ
れ

ま
す
。
そ
の
後
、
歯
学
科
で
は
5 

年

次
前
期
に
全
国
統
一
の
共
用
試
験
を

旧
総
合
科
学
部
理
系
と
旧
工
学
部

（
生
物
工
学
科
を
除
く
）
の
改
組
に
よ
り
、

本
年
度
か
ら
理
工
学
部
が
発
足
し
ま

し
た
。
科
学
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
に
活
躍
で
き
る
理
工
系
人
材
を
養

成
す
る
た
め
、
入
試
制
度
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
刷
新
さ
れ
て
い
ま
す
（
3
年
次

ま
で
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
概
要
参
照
）。

入
試
は
、
昼
間
・
夜
間
主
と
も
に
理

工
学
部
理
工
学
科
の
1
学
科
制
に
な

受
験
し
、
5 

年
次
後
期
か
ら
臨
床
実

習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
口
腔
保
健
学

科
で
は
規
定
の
単
位
と
実
技
試
験
の

合
格
を
も
っ
て
口
腔
保
健
衛
生
学
臨

床
・
臨
地
実
習
に
臨
む
こ
と
に
な
り
ま

す
。
両
学
科
の
臨
床
実
習
は
大
学
病
院

だ
け
で
な
く
、
学
外
の
高
齢
者
施
設
な

ど
で
も
行
わ
れ
ま
す
。
卒
業
時
に
歯
科

医
師
、
歯
科
衛
生
士
、
社
会
福
祉
士
な

ど
の
国
家
試
験
に
合
格
し
て
ラ
イ
セ

ン
ス
を
取
得
し
ま
す
。
そ
の
後
は
研
修

医
を
経
て
大
学
院
進
学
な
ど
に
よ
り

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
が
で
き
ま
す
。

歯
学
部
で
は
外
国
人
教
員
（
歯
科
医

師
）
を
雇
用
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
に

も
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
歯
学
部
学
生

は
短
期
留
学
制
度
を
利

用
し
、
海
外
の
大
学
で

研
修
を
し
、
同
時
に
海

外
の
大
学
か
ら
の
留
学

生
と
交
流
し
て
お
り
ま

す
。
多
く
の
学
生
が
英

語
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
は
問
題
な
く
行

え
る
よ
う
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

歯
学
部
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
積

極
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

問
題
解
決
型
チ
ュ
ー
ト

リ
ア
ル
、
チ
ー
ム
基
盤

型
学
習
、
ス
チ
ュ
ー
デ

ン
ト
デ
ン
テ
ィ
ス
ト
と

り
ま
し
た
。
受
験
時
の
希
望
と
入
試
の

成
績
に
よ
っ
て
、
1
年
次
生
は
社
会

基
盤
デ
ザ
イ
ン
、
機
械
科
学
、
応
用

化
学
シ
ス
テ
ム
、
電
気
電
子
シ
ス
テ

ム
、
情
報
光
シ
ス
テ
ム
、
応
用
理
数
の

6
コ
ー
ス
の
い
ず
れ
か
に
配
属
さ
れ

ま
す
。
1
年
次
生
は
主
に
教
養
教
育
科

目
と
学
科
共
通
科
目
を
履
修
し
ま
す

が
、
新
た
に
導
入
さ
れ
た
S
T
E
M

（Science, Technology, Engineering and 

M
athem

atics

）
科
目
群
を
全
コ
ー
ス
の

学
生
が
履
修
す
る
こ
と
が
一
つ
の
特

徴
で
す
。
S
T
E
M
科
目
群
は
各
コ
ー

ス
で
共
通
す
る
基
盤
に
な
る
も
の
で
、

2
年
次
、
3
年
次
に
も
続
き
ま
す
。
ま

た
、
学
部
4
年
間
を
通
じ
て
、
英
語
教

育
を
は
じ
め
と
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
教

育
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

1
年
次
の
終
わ
り
に
志
望
調
査
を

行
い
、
2
年
進
級
時
に
履
修
コ
ー
ス
が

確
定
し
ま
す
。
1
年
次
に
一
定
以
上
の

成
績
を
修
め
、
入
学
時
の
コ
ー
ス
を
志

望
す
れ
ば
、
そ
の
コ
ー
ス
に

配
属
さ
れ
ま
す
が
、
他
コ
ー

ス
に
受
け
入
れ
余
裕
が
あ

れ
ば
、
成
績
に
よ
り
コ
ー

ス
変
更
が
認
め
ら
れ
ま
す
。

個
々
の
学
生
の
希
望
・
適
性

に
最
も
マ
ッ
チ
し
た
履
修

コ
ー
ス
が
選
択
で
き
る
よ

う
に
、
正
副
ク
ラ
ス
担
任
の

ほ
か
、
学
生
5
名
に
1
名
の

割
合
で
配
置
さ
れ
た
ア
ド

し
て
の
患
者
対
応
な
ど
を
通
し
て
、
学

生
の
更
な
る
成
長
が
観
察
さ
れ
て
い

ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
探
求
心
を
も
っ

て
貪
欲
に
学
問
に
挑
ん
で
く
だ
さ
い
。

歯
科
医
療
や
社
会
福
祉
に
関
す
る
膨

大
な
情
報
量
に
対
し
、
大
学
で
学
習
す

る
内
容
は
僅
か
で
す
の
で
、
有
用
な
情

報
を
選
択
し
、
知
識
・
技
能
を
習
得
し

て
い
く
「
学
び
」
が
重
要
で
す
。
自
ら

努
力
す
る
能
動
的
学
習
な
く
し
て
社

会
か
ら
求
め
ら
れ
る
歯
科
医
師
、
歯
科

衛
生
士
、
社
会
福
祉
士
に
は
な
れ
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら
の
活
躍
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

徳
島
大
学
発
﹁
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ

Y
A
K
U
G
A
K
U
JIN

﹂
の
育
成

薬
学
部
で
は
幅
広
い
知
識
と
技
能

を
身
に
つ
け
、
多
様
な
分
野
で
自
ら

の
活
躍
の
場
を
積
極
的
に
開
拓
し
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
高
度
な
専
門
性

バ
イ
ザ
ー
教
員
が
対
応
し
ま
す
。

ま
た
、
学
部
の
4
年
間
と
大
学
院
博

士
前
期
課
程
の
2
年
間
を
接
続
し
た

6
年
一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。
希
望
者
は
、
3
年
次
半
ば

頃
に
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
進
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
6
年
一
貫
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
で
は
、
4
年
次
に
大
学
院
科
目
の

先
取
り
履
修
を
行
い
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
や
海
外
留
学
も
取
り
入
れ
て
、

将
来
の
指
導
的
役
割
を
担
う
技
術
者
・

研
究
者
の
養
成
に
向
け
た
教
育
が
行

わ
れ
ま
す
。

開
学
以
来
初
の
農
学
系
の
学
部
で

あ
る
生
物
資
源
産
業
学
部
が
、
本
年
4

月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
ヘ
ル
ス
・

フ
ー
ド
・
ア
グ
リ
と
バ
イ
オ
を
融
合
し

た
産
業
を
創
出
し
、
明
日
の
第
一
次
産

業
を
拓
く
人
材
の
育
成
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
最
新
の
生
命

科
学
技
術
を
応
用
し
た
生
物
資
源
の

を
有
す
る
人
材
「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブYAK
U
G
AK
U
JIN

」
の
育
成
を
教

育
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
教
育
理

念
に
基
づ
き
、
薬
学
部
で
は
高
度
な
知

識
と
技
能
を
有
す
る
創
薬
人
（
薬
を
創

る
）
お
よ
び
操
薬
人
（
薬
を
操
る
）
を
育

成
す
る
二
つ
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

す
な
わ
ち
、「
高
度
な
専
門
職
業
人
の

養
成
や
専
門
教
育
機
能
の
充
実
に
関
わ

る
文
部
科
学
省
特
別
経
費
」
に
採
択
さ

れ
た
【
創
薬
人
育
成
の
た
め
の
創
薬
実

践
道
場
教
育
構
築
事
業
】
お
よ
び
【
多

機
能
性
人
工
エ
キ
ソ
ソ
ー
ム
（iTEX

）

医
薬
品
化
実
践
を
通
じ
た
操
薬
人
育
成

事
業
（iTEX

事
業
）】
の
二
つ
の
事
業

を
通
じ
て
、「
創
薬
」
お
よ
び
「
操
薬
」

の
そ
れ
ぞ
れ
の
知
識
・
技
能
を
習
得
し

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
創
薬
お
よ
び
操

薬
の
ど
ち
ら
か
の
み
に
偏
る
の
で
は
な

く
、
研
究
マ
イ
ン
ド
を
持
っ
た
薬
剤
師

お
よ
び
臨
床
を
理
解
し
た
創
薬
研
究
者

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

活
躍
の
場
を
広
げ
る
た
め
の

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
の
実
践

今
後
、「
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ

ブYAK
U
G
AK
U
JIN

」
の
活

躍
の
場
を
世
界
に
広
げ
て
い
く

た
め
、
右
記
の
事
業
を
通
じ
て
、

平
成
26
年
度
か
ら
科
学
を
熟
知

す
る
外
国
人
講
師
を
招
聘
し
て

の
実
践
的
な
英
語
教
育
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
学
部
生
を
対
象

と
し
て
基
本
的
な
科
学
英
語
の

生
産
及
び
加
工
に
加
え
、
市
場
ニ
ー
ズ

に
合
致
し
た
製
品
化
と
起
業
化
に
必

要
な
経
営
、
商
品
開
発
等
の
基
礎
知
識

を
総
合
的
に
学
ぶ
教
育
を
実
施
し
ま

す
。
た
と
え
ば
、
起
業
体
験
実
習
（
１

年
後
期
必
修
）
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
マ
イ

ン
ド
を
育
て
る
実
習
、
長
期
に
わ
た
る

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
（
３
年
必
修
）
な

ど
実
践
を
重
視
し
た
実
習
を
盛
り
込

ん
で
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
特
色
あ
る
実
習
の
中

で
も
特
筆
す
べ
き
も
の
が
、
１
年
前

期
に
実
施
さ
れ
る
生
物
生
産
フ
ィ
ー

ル
ド
生
産
実
習
（
１
年
前
期
必
修
）
で
す
。

こ
れ
は
、
第
一
次
産
業
の
現
場
を
五
感

で
体
感
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
野

外
実
習
で
、
学
生
た
ち
は
常
三
島
キ
ャ

ン
パ
ス
か
ら
30
～
50
名
に
分
か
れ
て

バ
ス
に
分
乗
し
、
郊
外
に
あ
る
農
場
、

森
林
圏
、
水
圏
の
３
つ
の
現
場
を
経
験

し
ま
す
。
こ
の
３
つ
全
部
の
現
場
実
習

に
参
加
し
な
け
れ
ば
単
位
は
与
え
ら

れ
ま
せ
ん
。
本
年
度
の
実
習
は
す
で
に

終
了
し
ま
し
た
。
石
井
町
に
あ
る
農
場

で
は
、
ス
ダ
チ
の
収
穫
や
選
果
、
さ
ら

発
音
や
自
己
紹
介
、
病
院
・
薬
局
で
の

服
薬
指
導
に
つ
い
て
の
講
義
や
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
を
行
う
と
と
も
に
、
大
学
院
生

を
対
象
と
し
て
国
際
学
会
で
の
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
質
疑
応
答
を
想
定
し

た
実
践
的
な
講
義
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

学
生
の
積
極
的
な
国
際
学
会
発
表
と
学

術
雑
誌
投
稿
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。
ま

た
平
成
22
年
度
よ
り
米
国
ノ
ー
ス
カ
ロ

ラ
イ
ナ
大
学
と
共
同
で
U
N
C
ビ
デ

オ
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
毎
年
実
施
し
て

い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
で
は
ビ
デ
オ

会
議
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
両
校
の
教
室

を
接
続
し
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
英
語
に

よ
る
症
例
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
日

本
と
米
国
に
お
け
る
医
療
シ
ス
テ
ム
や

薬
学
教
育
の
違
い
を
直
接
経
験
す
る
こ

と
で
幅
広
い
視
野
を
持
っ
た
薬
剤
師
・

研
究
者
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
事
業
を
通
し
て
グ
ロ
ー

バ
ル
に
活
躍
で
き
る
「
イ
ン
タ
ラ
ク

テ
ィ
ブYAK

U
G
AK
U
JIN

」
を
育
成

し
、
科
学
お
よ
び
医
療
の
発
展
に
貢
献

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

に
は
キ
ャ
ベ
ツ
や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な

ど
の
播
種
や
ス
ー
パ
ー
セ
ル
苗
の
定

植
、
そ
し
て
農
機
具
の
操
作
体
験
を

経
験
し
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
圏
で

は
、
佐
那
河
内
村
に
あ
る
ス
ギ
林
や
ヒ

ノ
キ
林
で
毎
木
調
査
を
行
い
、
樹
木
の

生
態
や
種
類
の
見
分
け
方
も
習
い
ま

し
た
。
水
圏
の
実
習
は
、
鳴
門
市
堂
浦

に
あ
る
水
圏
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
、
漁
船
に
乗
船
し
て
の
漁
場
視

察
、
小
型
潜
水
ロ
ボ
ッ
ト
の
操
作
、
ワ

カ
メ
配
偶
体
の
観
察
や
海
洋
観
測
を

経
験
し
ま
し
た
。
な
お
、
い
ず
れ
の
実

習
も
、
徳
島
県
農
林
水
産
総
合
技
術
支

援
セ
ン
タ
ー
の
み
な
さ
ま
に
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

学
生
た
ち
は
、
こ
の
実
習
を
通
し

て
、
自
然
と
向
き
合
う
第
一
次
産
業

の
大
変
さ
を
痛
感
し
た
様
子
で
す
が
、

フ
ィ
ー
ル
ド
の
美
し
い
景
観
の
中
で

汗
を
か
く
こ
と
に
爽
快
さ
を
感
じ
た

者
も
少
な
か
ら
ず
い
た
よ
う
で
す
。
今

後
、
学
生
た
ち
が
自
分
を
活
か
す
針
路

を
選
ぶ
と
き
に
、
こ
の
実
習
体
験
が
大

い
に
役
立
つ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

歯
学
部

薬
学
部

歯
学
部
教
務
委
員
長

松
香 

芳
三 

（
ま
つ
か 

よ
し
ぞ
う
）

生
物
資
源
産
業
学
部

生
物
生
産
シ
ス
テ
ム
コ
ー
ス
長 

濵
野 

龍
夫 

（
は
ま
の 

た
つ
お
）

理
工
学
部 

教
務
委
員
長 

右
手 

浩一 

（
う
て 

こ
う
い
ち
）

薬
学
部
教
務
委
員
長 

難
波 

康
祐 

（
な
ん
ば 
こ
う
す
け
）

農場実習

iTEX事業での実践英語講義の様子

水圏実習

理
工
学
部
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題
を
い
つ
出
し
た
等
の
学
習
履
歴
は

チ
ェ
ッ
ク
さ
れ
、
学
習
の
過
程
は
成
績

に
反
映
さ
れ
ま
す
。

知
プ
ラ
ｅ
で
は
「
大
学
連
携

e-Learning

教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
四

国
」
を
５
大
学
で
共
同
し
て
配
置
し
て

い
ま
す
。
徳
島
大
学
で
は
「
ｅ
ラ
ー
ニ

ン
グ
サ
ポ
ー
ト
室
」
が
、
分
室
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ

ポ
ー
ト
室
で
は
、
知
プ
ラ
ｅ
に
つ
い
て

の
各
種
の
相
談
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
先
生
方
と
一
緒
に
、
授
業
の
開

発
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
平
成
30
年

度
に
は
、
知
プ
ラ
ｅ
か
ら
50
科
目
が
提

供
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
サ
ポ
ー
ト
室
で
は
、

み
な
さ
ん
の
学
習
が
実
り
あ
る
も
の

と
な
る
よ
う
、
新
し
い
学
習
環
境
の
提

供
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
み
な
さ
ん

も
、
是
非
、
新
し
い
授
業
の
形
で
あ
る

知
プ
ラ
ｅ
科
目
を
履
修
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

先
生
は
６
年
前
か
ら
徳
島
大
学
で

社
会
医
学
の
講
義
･
実
習
を
始
め
ま

し
た
が
、
学
生
を
見
て
い
て
、

「
も
っ
と
社
会
の
中
で
広
い
視
野

を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
が
あ

り
ま
し
た
。

あ
る
夏
休
み
に
、
自
主
的
な
課
外
活

動
で
1
型
糖
尿
病
の
子
供
た
ち
の
サ

マ
ー
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
ジ
ャ
グ
リ

ン
グ
を
披
露
し
た
学
生
が
子
供
た
ち

に
喜
ば
れ
た
と
生
き
生
き
報
告
し
て

く
れ
て
、「
こ
の
活
動
を
社
会
医
学
実

習
と
し
て
認
定
し
て
ほ
し
い
」
と
提
案

し
て
く
れ
た
こ
と
で
、
社
会
を
体
験
す

る
実
習
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

４
年
前
か
ら
は
、
手
探
り
で
コ
ー
ス

選
び
か
ら
取
り
組
み
、
実
習
を
受
け
入

れ
て
く
だ
さ
る
施
設
や
活
動
に
お
願

い
し
て
ま
わ
り
ま
し
た
。
以
後
、
先
生

の
担
当
す
る
社
会
医
学
実
習
は
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
も
、
よ
り
リ
ア
リ
テ
ィ

の
あ
る
実
習
と
し
て
、
現
場
で
学
ぶ
こ

と
を
中
心
に
深
化
し
て
き
ま
し
た
。

例
え
ば
（
写
真
の
よ
う
に
）、
学
生

同
士
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
相
談
者
）
と

遺
伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
役
に
な
っ
て
遺

伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
と
い
い
ま
す
）
し

ま
す
。
現
場
で
活
躍
す
る
先
輩
た
ち
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
を
事
前
に
見
学
し
て

い
て
も
、
実
際
に
自
分
た
ち
で
や
っ
て

み
る
と
ず
い
ぶ
ん
勝
手
が
違
い
ま
す
。

自
分
た
ち
に
は
わ
か
っ
て
い
る
専

門
用
語
も
素
人
で
あ
る
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
に
は
通
じ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
各
々

が
役
を
交
代
し
な
が
ら
、
客
観
的
に
自

分
を
見
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

「
経
験
も
必
要
だ
け
ど
、
大
事
な
の

は
正
確
な
知
識
と
語
彙
（
言
葉
の
表
現

力
）」「

短
い
学
生
時
代
に
、
少
し
で
も
患

者
の
立
場
に
立
て
る
力
を
つ
け
た
医

師
を
育
て
て
い
き
た
い
」
と
言
う
先
生

は
、
具
体
的
な
例
を
挙
げ
な
が
ら
様
々

な
角
度
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
や
患
者
さ
ん
は
多

種
多
様
で
す
。
対
応
に
、
必
ず
し
も

経
験
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
役
立
ち
ま
せ

ん
。
専
門
的
な
こ
と
は
理
解
で
き
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
学
生
の
間
に
、
き
ち
ん
と

説
明
で
き
る
「
知
識
」
と
、
理
解
し
て

安
心
し
て
も
ら
え
る
「
伝
わ
る
語
彙
」

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
学
ん
で
ほ
し

い
の
で
す
。

総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

I
C
T
活
用
教
育
部
門
長

金
西 

計
英 

（
か
ね
に
し 

か
ず
ひ
で
）

平
成
28
年
度
よ
り
、
徳
島
大
学
で

は
教
養
教
育
院
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
名
の
と
お
り
、
教
養
教
育
を
運

営
す
る
組
織
で
す
。
大
学
の
歴
史
は

8
0
0
年
に
わ
た
り
ま
す
が
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
で
誕
生
し
た
と
さ
れ
る
「
教
養

教
育
」
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
呼
ば

れ
、
現
在
に
お
い
て
も
教
育
問
題
の
中

で
よ
く
登
場
す
る
言
葉
で
す
。
要
す
る

に
「
思
考
の
術
」
と
い
っ
た
意
味
合
い

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
徳
島
大
学
の
教
養

教
育
は
、
昨
年
度
ま
で
全
学
共
通
教
育

と
呼
ば
れ
、
全
学
共
通
教
育
セ
ン
タ
ー

と
い
う
組
織
が
中
心
と
な
っ
て
運
営

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
当
時
か
ら
教
育
改

革
の
柱
と
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教

育
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
教
育
が
主
な
も
の

で
し
た
。

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
教
育
は
何
と
な

く
「
も
の
づ
く
り
」
の
イ
メ
ー
ジ
と
し

て
捉
え
ら
れ
る
場
合
が
多
い
の
で
す

が
、
た
と
え
優
れ
た
技
術
を
持
っ
て
い

て
も
、
そ
れ
を
実
現
し
広
め
る
た
め
に

は
別
の
知
識
や
ス
キ
ル
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
と
り
わ
け
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
い
う
国
際
的
な
基
準
、
感

覚
な
ど
を
理
解
し
な
い
と
採
用
さ
れ

な
い
評
価
さ
れ
な
い
と
い
っ
た
こ
と

が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル

化
教
育
に
も
つ
な
が
る
わ
け
で
す
が
、

こ
れ
も
ま
た
、
英
語
教
育
に
直
結
さ
せ

て
、
英
語
教
育
が
グ
ロ
ー
バ
ル
（
化
）

教
育
と
捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
経
営
者

を
対
象
に
し
た
調
査
で
、「
企
業
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
役
立
っ
た
人
材
」
は
、

英
会
話
の
能
力
の
高
さ
で
は
な
く
、
外

国
語
に
よ
る
「
論
理
的
な
思
考
が
で
き

る
」
人
材
で
あ
る
と
い
っ
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
英
語
を
一
生
懸
命

勉
強
し
た
け
れ
ど
、
そ
れ
の
み
に
集
中

し
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
と
し
て
は

具
合
が
悪
か
っ
た
と
い
う
こ
と
を
意

味
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

結
局
の
と
こ
ろ
教
養
教
育
と
し
て

授
業
科
目
を
立
て
て
も
、
学
ぶ
学
生
の

側
か
ら
は
、
い
か
に
多
分
野
の
学
び

を
融
合
化
し
て
い
く
か
が
大
切
で
あ

る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
さ

に
「
思
考
の
術
」
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

徳
島
大
学
の
教
養
教
育
は
様
々
な
柱

を
立
て
な
が
ら
も
重
複
す
る
よ
う
な

形
で
授
業
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
理
由

は
、
い
ろ
い
ろ
な
学
問
の
思
考
を
ヒ
ン

ト
に
し
て
他
分
野
で
も
応
用
で
き
る

能
力
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た
い
と

考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
人
格
形
成
に

ふ
さ
わ
し
い
伝
統
的
な
教
養
教
育
の

追
求
と
と
も
に
、
時
代
に
即
し
た
、
あ

る
い
は
時
代
を
先
取
り
し
た
教
養
教

育
を
追
求
す
る
、
こ
れ
が
教
養
教
育
院

の
最
大
の
目
的
と
い
え
ま
す
。

み
な
さ
ん
は
、
徳
島
大
学
を
含
む

四
国
の
国
立
5
大
学
が
、
共
同
で
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
用
い
た
授
業
を
開
講

し
て
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。「
四
国
に
お
け
るe-K

now
ledge

を
基
盤
と
し
た
大
学
間
連
携
に
よ
る

大
学
教
育
の
共
同
実
施
事
業
」、
略
し

て
「
知
プ
ラ
ｅ
」
と
呼
ぶ
事
業
が
そ
う

で
す
。

B
S
の
放
送
大
学
の
授
業
を
見
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
放
送
大
学

は
衛
星
を
用
い
て
授
業
を
配
信
し
て

い
ま
す
が
、知
プ
ラ
e
で
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
用
い
て
講
義
を
配
信
し
て

い
ま
す
。
本
学
の
み
な
さ
ん
は
、
高
知

大
学
、
香
川
大
学
、
愛
媛
大
学
、
鳴

門
教
育
大
学
の
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
大
学
や
自
宅
の
P
C
、

ス
マ
ホ
を
使
っ
て
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
授
業
を
受
け
る
こ
と
の
で
き
る

ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
環
境
を
、
平
成
26
年

度
よ
り
整
備
し
て
き
ま
し
た
。
平
成
27

年
度
後
期
か
ら
、
実
際
の
共
同
授
業
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

知
プ
ラ
ｅ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
は
、

自
学
自
習
の
形
で
す
。
と
は
い
っ
て

も
、
講
義
動
画
を
視
聴
す
る
だ
け
の
学

習
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
宿
題
も
あ
り
ま

す
。
先
生
や
受
講
生
間
で
や
り
と
り
を

行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
知
プ
ラ
ｅ
が

提
供
す
る
授
業
は
、
基
本
的
に
、
対

面
授
業
と
同
じ
も
の
と
し
て
扱
わ
れ

ま
す
。
最
後
ま
で
授
業
を
受
け
る
と
単

位
が
付
与
さ
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
い

つ
、
ど
れ
く
ら
い
ビ
デ
オ
を
見
た
、
宿

教
養
教
育
院
長 

荒
木 

秀
夫 

（
あ
ら
き 
ひ
で
お
）

知
プ
ラ

ｅ
事
業
の
紹
介

e- ラーニングサポート室でのコンテンツ作成
の様子

特集 徳島大学の教育の新展開

イノベーション教育の様子

人
の
多
様
性
を
体
験
す
る
実
習
を
中
心
に

将
来
必
要
な
こ
と
を
今
学
ぶ
大
切
さ

大
学
院
医
歯
薬
学
研
究
部 

人
類
遺
伝
学
分
野（
医
学
系
） 

教
授 

井
本 

逸
勢 

（
い
も
と 

い
っ
せ
い 

）
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